
０1/７０

課題の8割が行きついた解決への“打ち手”

生産性向上に向けた施策と
 “100”の現場課題を分析して見えたこと

― 問題解決の突破口はここに ―



■本日のセミナー内容

最初に

１ 国が描く介護現場のDX像
－どう捉えて、どう準備すればよいのか－

２
“100”の現場課題を分析して

見えたこと

３ 問題解決にむけた取り組み
－取り組み真っ最中の事例も交えて－

と自分の紹介

０２/７０



■最初に ちょっとだけ と自分の紹介

運営会社 株式会社シェアサポート

所在地 埼玉県飯能市

代表取締役 大内 英之

設 立
・株式会社シェアサポート 2008年2月
・未来すまいる研究所 2024年3月

事業内容

・介護事業運営コンサルティング（開設・運営・採用・教育）
・介護関連セミナーの企画、開催
・介護関連商品の開発支援
・介護関連情報の発信

事業実績
（直近）

・介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業
埼玉県相談窓口（埼玉県社協 介護すまいる館）業務アドバイザー

・埼玉県老人福祉施設協議会 21世紀委員会介護ロボット調査研究事業
アドバイザー

・勤務シフト作成アプリケーションの開発支援

０３/７０



■最初に ちょっとだけ と自分の紹介

名 前 大内 英之

年 齢 ５５歳

出身／
最終学歴

宮城県 ／ 東北福祉大学 社会福祉学部

略 歴

1992年 東北福祉大学卒業

1992年 大手ハウスメーカーの営業職

1998年 都内介護施設の相談員兼介護職員として勤務

2000年 介護保険制度スタート

2000年 健康保険組合向けの介護相談業務

2002年 医療介護コンサルティング会社 コンサルタント

2008年

株式会社シェアサポート 設立
・介護施設の設立、立ち上げ業務
・介護施設および事業所の再生業務
・介護事業所の運営管理支援
・外国人介護士受入支援
・見守り機器の開発支援

０４/７０



■最初に ちょっとだけ と自分の紹介

０５/７０



１ 国が描く介護現場のDX像
－どう捉えて、どう準備すればよいのか－

０６/７０



■ 【共通認識】人口減少による人手不足

０７/７０



令和６年10月１日時点
（住民基本台帳人口）

649,489人

■ 【共通認識】介護職員の必要数

０８/７０



■ 【共通認識】介護職員の必要数

2040年度以降は
労働者人口減少の中で介護職員数を維持していく必要あり

０９/７０



介護現場の生産性の向上とは

「生産性向上の施策」に入っていきますが

１０/７０



■生産性向上と聞いて“しっくり”来るのは

現 状 取組み後

人 数

→時 間

生産台数

3/45

＋

１１/７０



■そのまま“介護現場に置き換えると”

現 状 取組み後

人 数

→時 間

生産台数

4/45

＋

介護現場における生産性向上とは

“人員削減？”と捉えかねない

１２/７０



■なぜ分かりにくい“生産性向上”という単語を用いるのか

2017年の内閣総理大臣の施政方針演説において「一人当たりの生産性を10年で20％引き上げる。
具体的な指標として取り組むとともに、効率化のためのITやロボット、新たなプロセス、新たな働き方、
そして地方との連携など、さまざまな施策を積極的に取り組む。」

自動車産業

電気産業

機械産業

食品産業

化学産業

観光産業
“生産性向上”という単語が

拡大していった

医療・福祉

本来の目的は異なるが
“生産性向上”という単語は残っている

実務面においては
必ず“生産性向上”という単語を使う必要はない

6/45１３/７０



■介護現場の“生産性向上”とは

【変えていく目的】

労働人口減少の現実下でも
“高い品質の介護サービス”を

提供していく。
14/45

時代にあわせた
現場運営に変えていく

１４/７０



■介護現場の“生産性向上”（時代にあわせた変化）とは

15/45１５/７０



【一問一答でまとめ】

介護の生産性向上の

目的

必要性

主な方法

24/45１６/７０



■まとめ（目的）

介護の「生産性向上」って何ですか？

これからの時代に合わせて現場の運
営を変えて、良いサービスをいままで
通り提供すること

25/45１７/７０



■まとめ（必要性）

「これからの時代」って何ですか？

労働人口の減ることで介護人材の
確保が厳しくなってくる時代

26/45１８/７０



■まとめ（方法）

現場の運営をどのように
変えるのですか？

・多様な人材やデジタルツールを活用
しながら、専門職が専門業務に集中
できる環境に変えていきます

27/45１９/７０



■デジタル行財政改革において目指す介護分野の方向性

現 在 生産性向上が進む事業所がある一方で、取組みが進んでいない事業所も多々ある。

改善施策
・財政支援（補助金）・報酬改定による生産性向上の取組促進 ・人員配置基準柔軟化での取組促進
・明確なKPI設定によるPDCAサイクルの展開

２０/７０



■今後の取組みの方向性【拡大】

利用者の安全並びに介護サービス
の質の確保及び職員の負担軽減
に資する方策を検討するための委
員会の設置の義務付け 

生産性向上推進
体制加算

生産性向上に先進的に取り組む特定施設に
係る人員配置基準の特例的な柔軟化

・介護ロボット
・ICT機器

導入支援

千葉県は
令和6年度から

参加者募集中

２１/７０



取組みの継続

■介護分野の生産性向上を推進するための流れ

介
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タスクシフト

・介護ロボットや
ICT機器の導入

・ケアプランデータ
連携システムの
活用

業務の効率化
による残業時間
や総業務時間
の減少

（効果測定）
利用者のケアにあてる
時間の増加

（効果測定）
有給休暇の取得の増加

介護人材の定着

・離職率の低下
・人材配置の柔軟化
・サービスの質の確保

生産性の向上

EnvironmentUse Case

基盤・環境の整備
Use Case 

基盤・環境の活用
Outcome

効果をはかる

２２/７０



■取組み推進の数値的目標（KPI）

分類 項目 2023 2026 2029 2040
●都道府県ワンストップ窓口の設置数（2023年度より実施） 5 47 47 47

●委員会設置事業者割合 （2024年度より実施） ―

●ケアプランデータ連携システム普及自治体の割合（2023年度より実施） 40% 80% 80% 100%

●ICT・介護ロボット等の導入事業者割合 29% 50% 90% 90％以上

●生産性向上の成果

　①全介護事業者

　　・１ヶ月の平均残業時間の減少 6.4ｈ 減少⼜は維持 減少⼜は維持 減少⼜は維持

　　・有給休暇の取得状況（年間平均取得日数） 7.4日 8.4日 10.9日 全産業以上

　②加算取得事業者及び補助金を利用して機器を導入した事業者

　　・１ヶ月平均残業時間が①の群より減少する事業者の割合 ― 30% 50% 90％以上

　　・有給休暇の年間平均取得日数が①の群より増加する事業者の割合 ― 30% 50% 90％以上

　③上位加算取得事業者及び特例的な柔軟化を実施する事業者

　　・総業務時間の減少割合 ― 25% 25% 25%

　　・１ヶ月平均残業時間が②の群より減少する事業者の割合 ― 30% 50% 90％以上

　　・有給休暇の年間平均取得日数が②の群より増加する事業者の割合 ― 30% 50% 90％以上

●年間の離職率の変化

　①全介護事業者 15.7% 15.3% 15.0% 全産業以下

　②加算取得事業者及び補助金を利用して機器を導入した事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（①の群より減少した事業所の割合）
― 30% 50% 90％以上

　③上位加算取得事業者及び特例的な柔軟化を実施する事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（②の群より減少した事業所の割合）
― 30% 50% 90％以上

●人員配置の柔軟化（老健、特養、特定） ― 1.3% 8.1% 33.2%

基
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【2024年夏までに調査を実施し、目標を設定】
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２３/７０



■直近の施策の方向性（居宅サービス）

ケアプランデータ連携システム利用向上

２４/７０



■直近の施策の方向性（施設・居住系サービス）

生産性向上推進体制加算算定の向上

加算区分 単位数 主な要件

加算（Ⅰ） 100単位／月

・委員会の開催や必要な安全対策を講じた上で、見守り機器等のテクノ
ロジーを複数導入し、生産性向上ガイドラインの内容に基づいた業務改
善を継続的に行うとともに、事業年度毎に１回、生産性向上の取組に
関する実績データにより生産性向上の取組による成果が確認された場
合であって、かつ職員間の適切な役割分担（特定の介護職員が利用
者の介助に集中して従事することのできる時間帯を設けることやいわゆる
介護助手の活用等。以下同じ。）の取組を行っている場合

◎複数介護機器導入と生産性向上の成果物の提出

加算（Ⅱ） 10単位／月

・委員会の開催や必要な安全対策を講じた上で、見守り機器
等のテクノロジーを１つ以上導入し、生産性向上ガイドラインの
内容に基づいた業務改善を継続的に行うとともに、事業年度毎
に１回、生産性向上の取組に関する実績データを厚生労働省
に報告する。

◎一つの介護機器導入と生産性向上の取組み実績

２５/７０



■生産向上推進体制加算の解説

加算（Ⅰ）は生産性向上の取組に関する成果が
あることの確認項目

NO 確認項目

1 利用者の満足度等の評価 

2
総業務時間及び当該時間に含まれる

超過勤務時間の調査

3 年次有給休暇の取得状況の調査

２６/７０



■国が目指すモノ

２０４０年を見据えた環境準備

若い世代が中心になって
考えていく必要がある

２７/７０



■施策に煽られて陥りやすい“罠”

FOMO Fear Of Missing Out（取り残されてしまうことへの恐れ）

知り合いの施設もインカムや見
守りセンサー入れたって言うし・・
補助金も使えるし取り敢えず
補助金の範囲内で数台・・・

２８/７０



■焦らずに・・・

・いずれ“デジタル世代”が中心になる
・いまは“両世代”の併用でよい
・出来る範囲でデジタル化を進める方がよい
・課題の抽出など改善する箇所は明確にする

２９/７０



■ １ 国が描く介護現場DX像のまとめ

◎生産性向上の取組み支援が加速する。
（報酬改定／介護ロボット・ICT機器導入補助金／デジタル人材の育成）

◎生産性向上の取組みの成果が求められる。
（成果報告視点：残業時間／有給休暇取得／総業務時間／離職率）

◎ケアプラン連携システムの利用率向上。
（居宅サービス）

◎生産性向上推進体制加算の算定率向上。
（入所系・居住系サービス）

⇒“導入すればよい”という時代から
“成果”を求める時代へ

14/50３０/７０



補足 追加された介護ロボット
重点開発項目

17/50３１/７０



■ 厚生労働省からのプレス発表（令和６年6/28日発表）

追加する3分野 
・機能訓練支援 
・食事・栄養管理支援 
・認知症生活支援・認知症ケア支援

定義文の見直しを
行う分野・項目

・移乗支援（装着） 
・移乗支援（非装着） 
・排泄支援（排泄予測・検知） 
・見守り・コミュニケーション（施設） 
・見守り・コミュニケーション（在宅） 
・見守り・コミュニケーション

（コミュニケーション） 
・入浴支援 
・介護業務支援 

18/50３２/７０



■新ロボット技術の介護利用における重点分野（緑字＝追加された3分野）

19/50３３/７０



■追加分野の紹介①（機能訓練支援）

機能訓練支援
・介護職等が行う身体機能や生活機能の訓練における各業務（アセスメント・

計画作成・訓練実施）を支援する機器・システム

定義の要点

・訓練におけるアセスメント・計画作成・訓練実施の一連の業務の一部、もしくは全体を支援する
機器・システム。

＜加点評価＞
・収集された情報は、介護記録システムやケアプラン作成支援ソフト、LIFE等と連携可能（介護
記録システムからLIFEと連携も含む）。
・収集された情報が、介護職や家族に共有され、訓練の実施状況や効果がフィードバックされる。
・収集された情報が、医療職（リハビリテーション専門職や医師等）に共有され、効果的な訓練
の実施が期待される。

20/50３４/７０



■追加分野の紹介②（食事・栄養管理支援）

食事・
栄養管理支援

高齢者等の食事・栄養管理に関する周辺業務を支援する機器・システム

定義の要点

・誤嚥を検知する機器・システムは、高齢者等の誤嚥発生や誤嚥リスクを検知し、通知により介護
従事者等の支援を行い、かつ、情報・データの蓄積ができるものとする。
・栄養管理を支援する機器・システムは、高齢者等の食事摂取内容等を把握し、情報・データの
蓄積ができるものであり、かつ高齢者等の特有の課題（低栄養等）を把握するものとする。

＜加点評価＞
・収集された情報は、介護記録システムやケアプラン作成支援ソフト、LIFE等と連携可能（介護
記録システムからLIFEと連携も含む）。
・収集された情報が、管理栄養士や介護職員等の多職種に共有され、栄養改善に資する食事の
提供や栄養管理業務の効率化が期待されるもの。

21/50３５/７０



■追加分野の紹介③（認知症生活支援・認知症ケア支援）

認知症生活支援・
認知症ケア支援

認知機能が低下した高齢者等の自立した日常生活または個別ケアを支援
する機器・システム

定義の要点

・認知機能が低下した高齢者等の支援に特化したものとする。高齢者等が操作しやすい工夫や
介助者に情報共有される機能を持ち、日常生活の自立性の向上を支援するもの
・認知機能が低下した高齢者等の認知機能、生活環境、表情等の情報を収集・蓄積し、それを
基に、高齢者等の個々の特性に合わせた介護サービス提供を支援する機能を持ち
＜加点評価＞
・収集された情報は、介護記録システムやケアプラン作成支援ソフト、LIFE等と連携可能（介護
記録システムからLIFEと連携も含む）。
・収集された情報が、介護支援専門員や地域包括支援センターも含む多職種に共有され、個々
の特性に合わせた介護サービス提供を支援することが可能となるもの。

22/50３６/７０



■定義文に共通した内容が記載された項目（赤字黄色塗りつぶし）

＜共通内容＞
収集された情報は、介護記録システムや
ケアプラン作成支援ソフト、科学的介護
情報システム（LIFE）等と連携すること
が可能であれば加点評価する。

23/50３７/７０



■介護ロボットが関連するデジタル化の方向性

日常介護業務
（介護ロボット・ICT機器活用）

介護記録ソフト

LIFE

蓄積データ

ご家族

状況確認

集計・分析

ケアプラン／
介護サービス計画書

日常介護業務
反映

24/50３８/７０



■参考：移乗介助支援ロボットからデータ取得

Apogee+（アポジー・プラス）

パワースーツ

個別（装着者）の
利用状況を測定

持ち上げ 使用時間内の利用頻度

クラウド上のデータ保存中腰姿勢 使用時間内の中腰時間姿勢の測定

歩行 使用時間内の歩行距離数

25/50３９/７０



“100”の現場課題を分析して見えたこと

４０/７０



■分析に至った経緯

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業 埼玉相談窓口 アドバイザー
（受託先：埼玉県社会福祉協議会介護すまいる館）

セミナー ワークショップ（課題抽出・分析）

課題まとめシート

リアルな現場課題

分析しないのは
もったいない！

４１/７０



■分析した課題

お手元の資料をご確認ください

４２/７０



■課題分析の方法

原 因 結 果
＝

表出課題

悪影響

原 因 原 因

原 因 原 因原 因

原 因

課 題 悪影響 悪影響悪影響

悪影響 悪影響悪影響

＜キーワード＞

“何で”

＜キーワード＞

“どうなる”

14/40

生産性向上ガイドライン記載の課題分析方法

４３/７０



■課題分析の方法

原 因 結 果
＝

表出課題

悪影響

原 因 原 因

原 因 原 因原 因

原 因

悪影響 悪影響悪影響

悪影響 悪影響悪影響

＜キーワード＞

“何で”

＜キーワード＞

“どうなる”

打ち手によって連鎖が切れる「原因」や「悪影響」をみつける

14/40

課 題

４４/７０



■生産性向上ガイドラインに記載のあるアプローチ・打ち手

一つの課題に対して“複数”のアプローチを行うことが多い

7/40４５/７０



■夜間の定時訪室で目を覚ましてしまう

➊

➊

➊➋

➋

➋

28/40４６/７０



■業務に追われる

➊

➊➋

➋

36/40４７/７０



■“100”の課題を分析した結果

100の課題を分析した結果
8割の課題で『業務全体の流れ
を再構築』するという“打ち手”を
用いることができる

４８/７０



■『業務全体の流れを再構築』という打ち手を使う現場課題

食事介助に時間がかかる 夜勤時の休憩の確保 腰が痛い

・業務全体の流れを再構築
・OJTの仕組み作り

・業務全体の流れを再構築
・理念行動指針の決定

・業務全体の流れを再構築
・テクノロジー活用・OJT仕組み作り

特定技能の人数が多く言葉の壁が
ある

事故が発生する 困りごとは“主任”と全てふられる

・業務全体の流れを再構築
・手順書の作成・情報共有の工夫

・業務全体の流れを再構築
・環境の整備・理念行動指針の決定

・業務全体の流れを再構築
・理念行動指針の決定

４９/７０



2.業務の明確化と役割分担：（1）業務全体の流れの再構築

現状
役割分担やシフトが適切に設定されていないため、職員の負
担増やケアの質の低下を招いている。

取組
作業分析を行い、役割分担の見直しやシフトの組み換えを
行う。

成果
職員それぞれが従事する業務に向き合うことができる。
介護サービスの質の向上。

■『業務全体の流れを再構築』ってどうするの？

・タイムスタディを行って「ムダ、ムラ、ムリ」の洗い出し

５０/７０



■その前に・・・

業務に追われるのは『法基準』以上のサービスを提供しているからではないか

課題分析の過程で『業務に追われる／日課が多い』という言葉がよく聞かれる。さらに分析を
進めると『業務／日課』は“施設の決まり”、“引き継がれている業務”だからという理由が多い。
これらの業務が関係法令で求めている業務内なのか、事業所が定めた業務なのかを明確に
することが、事業所における生産性向上の第一歩になると考える。

法令で求める
業務項目・内容

事業所で定めた
業務項目・内容

継続業務

要検討業務
（廃止・回数減・効率化）

業務の仕分け業務の棚卸し

５１/７０



■業務仕分けと仕分け後のイメージ

現在業務量

業務

業務

業務
業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務

業務

業務

業務

業務
業務

業務

業務
要検討業務の妥当性を検討し
削除、効率化による業務量の
縮小を実現し、空いた時間に
いままで出来なかった業務を
行うようにする。

５２/７０



■棚卸し・仕分けの考え方

棚卸し・仕分け

生産性向上の
取り組み

５３/７０



■取り組み手順

１

関係法令で定められている業務の抽出と整理
＜関係法令＞
・老人福祉法（特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準）
・介護保険法
・介護保険施設等運営指導マニュアル（確認文書・確認項目）

２
関係法令で定められている業務と

実際の日課表との突合

３ 業務仕分けと内容分析

５４/７０



問題解決にむけた取り組み
－取り組み真っ最中の事例も交えて－

５５/７０



■関係法令の整理（特養）

老人福祉法 第17条
都道府県は、養護老人ホーム及び特別養護老人ホームの設備及び運営について条例で基準を定めなければならない。

老人福祉法 第17条による基準
介護保険法 第88条による基準

埼玉県軽費老人ホーム、特別養護老人ホーム等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

介護保険法 第88条2項
指定介護老人福祉施設の設備及び運営に関する基準は、都道府県の条例で定める。

老人福祉法に係る指導監査 介護保険施設等運営指導

５６/７０

運営指導マニュアル
（確認項目/確認文書）

書面監査/自己点検



■条例の内容（日常介護に関すること）

・居宅における生活への復帰を念頭に置いて、入浴、排せつ、食事等の介護、相談
及び援助、社会生活上の便宜の供与その他の日常生活上の世話並びに機能訓練、健
康管理及び療養上の世話を行う

・入所者の処遇の状況に関する次に掲げる記録を整備し、その完結の日から二年間
保存しなければならない。 一 入所者の処遇に関する計画 二 行った具体的な処遇
の内容等の記録 三 省令第十五条第五項に規定する身体的拘束等の態様及び時間、
その際の入所者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由の記録 四 第九十八条第
二項に規定する苦情の内容等の記録 五 省令第三十一条第三項に規定する事故の状
況及び事故に際して採った処置についての記録 

・介護は、入所者の自立の支援及び日常生活の充実に資するよう、入所者の心身の状
況に応じて、適切な技術をもって行われなければならない

・特別養護老人ホームは、一週間に二回以上、適切な方法により、入所者を入浴させ、
又は清しきしなければならない。

・特別養護老人ホームは、 褥瘡 が発生しないよう適切な介護を行うとともに、そ
の発生を予防するための体制を整備しなければならない。

５７/７０



・入所者に対し、前各項に規定するもののほか、離床、着替え、整容等の介護を適
切に行わなければならない。

・栄養並びに入所者の心身の状況及び 嗜 好を考慮した食事を、適切な時間に提供し
なければならない。

・入所者に対し、その心身の状況等に応じて、日常生活を営むのに必要な機能を改善
し、又はその減退を防止するための訓練を行わなければならない。

・特別養護老人ホームの医師又は看護職員は、常に入所者の健康の状況に注意し、
必要に応じて健康保持のための適切な措置を採らなければならない。

■条例の内容（日常介護に関すること）

・特別養護老人ホームは、教養娯楽設備等を備えるほか、適宜入所者のためのレク
リエーション行事を行わなければならない。 

・特別養護老人ホームは、おむつを使用せざるを得ない入所者のおむつを適切
に取り替えなければならない。

・特別養護老人ホームは、入所者に対し、その心身の状況に応じて、適切な方法
により、排せつの自立について必要な援助を行わなければならない

５８/７０



■条例の内容（日常介護に関すること）整理

分 類 条例のポイント 程度の表示

総 則
入浴、排せつ、食事等の介護、日常生活上の世話並びに機能訓練、健康管理及び療
養上の世話を行う

－

記 録 記録の整備（処遇計画、処遇内容、身体拘束、苦情、事故） －

入 浴
一週間に二回以上、適切な方法により、入所者を入浴させ、⼜は清しきしなければなら
ない。

週2回以上

褥 瘡
褥瘡が発生しないよう適切な介護を行う。また発生を予防する体制も整えなければなら
ない。

－

排せつ 適切な方法により、排せつの自立について必要な援助を行わなければならない。 －

おむつ おむつを適切に取り替えなければならない。 適切に

食 事 食事を、適切な時間に提供しなければならない。 －

機能訓練
日常生活を営むのに必要な機能を改善し、⼜はその減退を防止するための訓練を行わ
なければならない。

－

健康管理
常に入所者の健康の状況に注意し、必要に応じて健康保持のための適切な措置を採ら
なければならない。

常に

レク・行事 適宜入所者のためのレクリエーション行事を行わなければならない。 適宜

◎明確に程度が定まっているのは“入浴は週2回以上”のみ。

◎「適切に」、「常に」、「適宜」をどのような『程度』に捉えるかは事業所しだい。

５９/７０



■監査・運営指導時の確認項目（日常介護部分）

【老人福祉法に係る指導監査】

【確認項目】

記 録
・処遇に関する計画にある目標を達成するための具体的なサービスの内容が記載されているか。
・日々のサービスについて、具体的な内容や入所者の心身の状況等を記録しているか 

確認文章 ・サービス提供記録 ・業務日誌 ・モニタリングシート ・処遇に関する記録 

【確認項目】

介 護 ・入浴回数は適切か、褥瘡予防体制は整備されているか 

確認文章 ・サービス提供記録 ・業務日誌 

【介護保険施設等運営指導】

６０/７０

【確認項目】
サービス

提供の記録

・提供した具体的なサービスの内容等（サービスの提供日、提供したサービスの内容、入所（入居）者
の心身の状況、その他必要な事項）を記録しているか

確認文章 ・サービス提供記録 ・モニタリング結果がわかる書類

【確認項目】

介 護 ・入浴回数は適切か、褥瘡予防体制は整備されているか 

確認文章 ・サービス提供記録

「その他必要な事項」の設定は
事業所で決める。事業所設定事項
に関しての内容確認はしなくてもよい



■法基準/監査指導内容のまとめ（日常介護部分）

必 須
週2回以上の入浴または清しき

褥瘡が発生しないよう介護を行う。予防体制も整備

事業所設定
（方法・頻度・項目）

◎排泄（適切に） ◎おむつ（適切に交換）

◎食事（適切な時間） ◎機能訓練（適切に交換）

◎健康管理（常に） ◎レク/行事（適宜）

監査指導時
確認

・サービス提供記録 ・業務日誌 ・モニタリング書類

６１/７０



■程度の捉え方

『常に・適切に・適宜・必要な事項』

どの視点でとらえるか、どの程度を求めるか

対象 全員 対象者のみ

頻度 毎日 3日に1回

項目 10項目 5項目

作業・確認・記録時間も多く必要 作業・確認・記録時間も少ない

事業所として必要な対象、頻度、項目を検討する必要あり

６２/７０



６３/７０

■例えば

業務項目 現 状 法基準 検討項目

夜間定時巡視

3時間に1回、合計3回 記載および基準なし
・必要性
・頻 度/方 法
・対象者

業務項目 現 状 法基準 検討項目

夜間定時オムツ交換

23時・3時
夜間2回

適切に ・方 法

業務項目 現 状 法基準 検討項目

行 事

毎 月 適 宜
・頻 度
・内 容



■突合イメージ

もし、自分の施設でもやってみたいという方はお声がけ下さい

６４/７０



■取組み事例

業務項目 現 状 法基準 検討項目

夜間定時巡視

1時間に1回、合計6回
（23時、0時、1時、2時、3時、4時）

↓
開設時からの決まり事

記載および基準なし
・必要性
・頻 度/方 法
・対象者

●検討内容（現状整理と改善の方向性）

現状整理 改善の方向性

必要性 必要 必要

頻 度 1時間おき（目を覚ます利用者もいる） 限りなく0回へ挑戦、家族への説明も必要

目 的 異変（生命の急変）がないかの確認 異変（生命の急変）がないかの確認

方 法 目視 見守りセンサー

対象者 全員 異変の可能性がある方、最終的には全員

６５/７０



■お伝えしたいこと①

『業務全体の流れを再構築』
『テクノロジーの活用』以外の
打ち手で解決できる課題も
多くある。

６６/７０



■お伝えしたいこと②

FOMO Fear Of Missing Out（取り残されてしまうことへの恐れ）

知り合いの施設もインカムや見
守りセンサー入れたって言うし・・
補助金も使えるし取り敢えず
補助金の範囲内で数台・・・

焦らずに・・・
６７/７０



■お伝えしたいこと③

・いずれ“デジタル世代”が中心になる
・いまは“両世代”の併用でよい
・出来る範囲でデジタル化を進める方がよい
・課題の抽出など改善する箇所は明確にする

６８/７０



■まとめ

・『業務全体の流れを再構築』することで
課題の多くが“よい方向に変化”する。

・ただ、人がいることが前提の業務内容
を見直さない限り、本当の生産性向上
にはつながらない。

６９/７０

・いまの業務の“根拠”がどこにあるのかを
把握することが大事



ご清聴ありがとうございました

７０/７０
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